
人とふれあい、見聞広げ
山
形
県
立
天
童
高
等
学
校

関
西
地
方
４
泊
５
日


年

月
実
施

平
和
、
異
文
化
テ
ー
マ
に

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
も


年
度
か
ら
関
西
方
面
に

文
化
財
保
護
の
精
神
育
む

東
海
大
学
付
属
札
幌
高
等
学
校

沖
縄
４
泊
５
日


年

月
実
施

■
旅
行
日
程

（１４）第２８３９号 第３種郵便物認可 ２０１６年（平成２８年）４月２日（土曜日）

　高校の教育旅行は体験が主流になりつつある。非
日常の場に身を置き、その土地ならではのものにふ
れ、人と接することで視野が広がる。時代の変化と
ともに若者の意識も変わる中、教育旅行のあり方に
頭を悩ます高校も少なくない。ここでは充実した教
育旅行を実施する４校の取り組みをレポートする。

首
里
城
で

美ら海水族館の近くで

伊江島で

広島平和記念公園での祈り

原
爆
ド
ー
ム
前

被爆者の講話に耳を傾ける

奈
良
の
東
大
寺
で

銀
閣
寺
で

清
水
寺
で

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で

伊藤秀明教諭

　
東
海
大
学
付
属
札
幌
高
等

学
校（
小
坂
秀
王
校
長
）は
、

東
海
大
学
の
付
属
校
と
し
て

１
９
６
４
年
、
北
海
道
札
幌

市
に
設
立
。
今
年
、
創
立


周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
学

校
だ
。
昨
年
度
ま
で
東
海
大

学
付
属
第
四
高
等
学
校
の
名

称
だ
っ
た
が
、
今
年
度
か
ら

校
舎
を
東
海
大
学
札
幌
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
転
。
同
時
に
校

名
を
変
更
し
た
。

　
教
育
の
特
色
は
、
「
き
め

細
か
な
学
習
指
導
」
「
文
武

両
道
を
掲
げ
た
人
間
教
育
」。

国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大

学
進
学
を
目
指
す
「
特
別
進

学
コ
ー
ス
」
と
、
勉
強
と
部

活
動
を
両
立
さ
せ
、
大
学
進

学
を
目
指
す
「
総
合
進
学
コ

ー
ス
」の
２
コ
ー
ス
を
設
け
、

生
徒
の
能
力
と
個
性
を
伸
ば

す
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

　
新
し
い
校
舎
は
「
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
「
デ
ジ
タ
ル

ア
ト
リ
エ
」
「
音
楽
ス
タ
ジ

オ
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ウ

ン
ジ
」
な
ど
を
備
え
、
英
語

や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
サ
イ
エ
ン

ス
な
ど
の
分
野
で
、
大
学
と

も
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進

め
る
。

　
「
心
と
体
を
鍛
え
、
社
会

で
活
躍
で
き
る
基
礎
力
を
培

う
」と
い
う
部
活
動
も
盛
ん
。

選
抜
準
優
勝
の
野
球
部
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
全
国
ベ
ス
ト
８

の
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
全
国
ベ

ス
ト
８
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
ほ
か
、
多
く
の
ク

ラ
ブ
が
全
国
大
会
や
全
道
大

会
に
出
場
し
、
好
成
績
を
残

し
て
い
る
。

　
同
校
は
毎
年
、
２
年
次
の

生
徒
を
対
象
に「
研
修
旅
行
」

を
実
施
。
２
０
１
５
年
度
は


月

日
か
ら

日
ま
で
、

沖
縄
県
へ
４
泊
５
日
の
旅
行

を
行
っ
た
。
部
活
動
で
参
加

で
き
な
か
っ
た
生
徒
を
除
く

約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
コ
ー
ス
内
容
は
、
初
日
に

首
里
城
公
園
の
見
学
、
２
日

目
に
沖
縄
県
平
和
祈
念
資
料

館
と
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資

料
館
の
見
学
、
３
日
目
に
海

洋
博
公
園
の
自
主
研
修
、
４

日
目
に
伊
江
島
で
の
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
。
宿
泊

は
那
覇
市
内
と
恩
納
村
近
郊

の
ホ
テ
ル
を
利
用
し
た
。

　
「
た
だ
楽
し
む
だ
け
の
旅

行
で
は
意
味
が
な
い
。
旅
行

に
明
確
な
テ
ー
マ
を
持
た
せ

る
た
め
に
、
ど
こ
が
い
い
か

行
く
先
を
考
え
た
と
こ
ろ
、

沖
縄
で
の
研
修
旅
行
と
な
っ

た
」
と
同
校
の
工
藤
優
樹
研

究
主
任
。
「
平
和
」
「
異
文

化
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ

を
学
べ
る
こ
と
、
さ
ら
に

「
基
地
と
政
治
の
問
題
な

ど
、
今
の
沖
縄
に
は
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
」
こ

と
も
同
地
を
旅
行
先
に
選
ん

だ
理
由
と
な
っ
た
。

　
生
徒
た
ち
は
血
痕
が
生
々

し
く
残
る
旧
海
軍
司
令
部
壕

（
ご
う
）
を
見
学
し
た
り
、

ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
の
生
存
者

に
よ
る
戦
争
当
時
の
話
を
聞

い
た
り
し
て
、
平
和
の
尊
さ

を
学
ん
だ
。
首
里
城
や
琉
球

村
の
見
学
、
沖
縄
の
楽
器

「
三
線
（
さ
ん
し
ん
）
」
を

弾
く
体
験
で
は
、
沖
縄
の
独

特
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

体
験
で
は
「
沖
縄
の
方
々
に

は
寒
く
感
じ
た
海
も
、
北
海

道
か
ら
来
た
私
た
ち
に
は
と

て
も
温
か
く
感
じ
た
。
普
段

は
テ
レ
ビ
で
し
か
見
る
こ
と

の
な
い
魚
や
、
見
た
こ
と
の

な
い
生
物
が
た
く
さ
ん
い

て
、
透
き
通
っ
た
海
は
本
当

に
き
れ
い
だ
っ
た
」
と
感
動

の
声
を
挙
げ
て
い
る
。

　
工
藤
研
究
主
任
も
「
生
徒

の
満
足
度
が
非
常
に
高
く
、

成
果
が
あ
っ
た
研
修
旅
行
だ

っ
た
。
細
か
い
反
省
点
は
あ

る
も
の
の
、
平
和
と
異
文
化

と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
事
前
、
事
後
学
習
も

含
め
て
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」
と
今
回
の
旅
行

を
評
価
す
る
。

　
同
校
は
以
前
、
関
西
、
九

州
な
ど
で
研
修
旅
行
を
行
っ

て
い
た
が
、
約

年
前
に
国

際
的
な
視
野
を
育
む
観
点
か

ら
、
ハ
ワ
イ
、
米
国
本
土
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
タ
イ
と
、
６
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
の
海
外
研
修
旅

行
を
実
施
。
た
だ
、
生
徒
の

家
庭
の
事
情
な
ど
を
考
慮
し

て
コ
ー
ス
に
国
内
を
復
活
さ

せ
、
近
年
は
関
西
、
沖
縄
、

ハ
ワ
イ
の
３
コ
ー
ス
か
ら
の

選
択
制
に
し
て
い
た
。

　
３
年
前
に
現
在
の
校
長
が

赴
任
し
て
か
ら
は
、
事
前
、

事
後
学
習
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
な
ど
を
狙
い
に
コ
ー

ス
を
一
つ
に
集
約
。
工
藤
研

究
主
任
は
「
生
徒
も
先
生
方

も
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
旅
行

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
機

運
が
生
ま
れ
た
。
学
年
の
中

で
結
束
力
が
高
ま
っ
た
と
い

う
意
味
で
も
、
コ
ー
ス
を
一

つ
に
し
て
よ
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
２
０
１
６
年
度
の
研
修
旅

行
も
沖
縄
で
行
う
。
た
だ
、

２
０
１
７
年
度
は
旅
行
先

を
、
東
京
を
中
心
と
し
た
関

東
に
変
更
す
る
予
定
だ
。
沖

縄
で
の
滞
在
費
や
移
動
費
が

高
騰
し
て
き
た
こ
と
が
理
由

の
一
つ
。
活
発
な
部
活
動
で

か
か
る
生
徒
の
保
護
者
の
金

銭
的
負
担
な
ど
を
考
慮
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
旅
行
先
を

考
え
た
上
で
、
「
生
徒
が
事

前
学
習
、
事
後
学
習
を
１
年

か
け
て
行
う
だ
け
の
価
値
を

見
い
だ
せ
る
」
旅
行
先
と
し

て
関
東
を
選
ん
だ
。

　
テ
ー
マ
を
「
将
来
、
希
望

の
進
路
に
進
む
た
め
に
必
要

な
力
を
養
う
」
と
い
う
「
キ

ャ
リ
ア
教
育
」
に
設
定
。
企

業
訪
問
や
工
場
見
学
、
ま
た

東
海
大
学
湘
南
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
半
日
学
生
体
験
を
盛
り

込
む
予
定
だ
。

　
山
形
県
天
童
市
の
中
心
部

に
あ
る
山
形
県
立
天
童
高
等

学
校
（
鈴
木
慈
校
長
、
生
徒

数
４
７
７
人
）
は
、
１
９
２

１
年（
大
正
９
年
）に
設
立
、

教
育
目
標
は
「
進
取
・
自
立

・
融
和
」
、
今
年
で

年
を

迎
え
る
。
総
合
学
科
の
中
に

文
理
総
合
、情
報
ビ
ジ
ネ
ス
、

会
計
ビ
ジ
ネ
ス
、
保
健
福
祉

の
四
つ
の
系
列
を
設
け
「
個

性
を
伸
ば
し
、
創
造
力
を
豊

か
に
し
て
、
共
に
生
き
る
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
間
の
育

成
」
を
目
指
し
、
修
学
旅
行

は
教
育
目
標
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い

る
。

　
２
０
１
５
年
度
は
、
関
西

地
方
の
宮
島
、
京
都
、
奈
良

を
旅
行
先
に

月

～

日

の
４
泊
５
日
で
実
施
（
別
項

・
旅
行
行
程
）
。
対
象
年
次

の
２
年
生
全
員
１
５
５
人
が

参
加
し
た
。

　
総
合
学
科
が
設
置
さ
れ
た


年
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で

韓
国
・
佛
谷
の
姉
妹
校
「
プ

ル
ゴ
ッ
ク
高
校
」を
訪
問
し
、

日
韓
両
国
の
歴
史
的
な
関
わ

り
の
な
か
、
異
文
化
体
験
と

国
際
感
覚
を
身
に
付
け
グ
ロ

ー
バ
ル
な
国
際
感
覚
を
養
う

こ
と
を
目
的
に
修
学
旅
行
に

取
り
組
ん
で
き
た
。し
か
し
、

朝
鮮
半
島
の
政
治
情
勢
の
不

安
定
が
続
い
た
こ
と
や
、
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
（
サ
ー
ズ
）
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
症

が
流
行
、
修
学
旅
行
の
め
ど

が
立
た
ず
、
翌
年
の

年
度

か
ら
歴
史
と
文
化
的
遺
産
や

建
造
物
が
多
く
残
る
関
西
地

方
に
行
き
先
を
変
更
し
、
国

内
旅
行
に
切
り
替
え
た
。

　
候
補
地
は
沖
縄
、
長
崎
、

奈
良
、京
都
が
挙
が
っ
た
が
、

地
理
的
な
面
と
日
程
を
考
慮

し
、
京
都
・
奈
良
に
決
定
し

た
。
ま
た
、

年
、
東
日
本

大
震
災
を
体
験
し
た
こ
と
か

ら
、
阪
神
大
震
災
で
被
災
し

た
神
戸
を
視
察
す
る
コ
ー
ス

を
実
施
す
る
時
や
、
年
度
に

よ
っ
て
大
阪
や
広
島
の
コ
ー

ス
が
入
る
と
き
も
あ
る
。

　
担
当
す
る
伊
藤
秀
明
教
諭

は
「
日
本
の
歴
史
・
文
化
の

中
心
地
に
直
接
触
れ
、
理
解

が
深
ま
り
文
化
財
保
護
の
精

神
が
生
ま
れ
、
自
主
性
が
芽

生
え
て
き
た
意
義
は
大
き

い
」
と
語
る
。

　
修
学
旅
行
を
前
に
事
前
学

習
を
通
し
て
旅
行
先
の
情
報

の
収
集
の
効
果
か
ら
か
、
歴

史
に
興
味
を
示
し
情
報
を
共

有
す
る
形
で
実
施
。
広
島
で

は
日
本
三
景
の
一
つ
「
安
芸

の
宮
島
」
に
あ
る
厳
島
神
社

や
広
島
平
和
記
念
公
園
な
ど

の
世
界
文
化
遺
産
を
見
学
。

奈
良
で
も
世
界
文
化
遺
産
で

あ
る
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教

建
造
物
」
の
法
隆
寺
を
は
じ

め
薬
師
寺
、
東
大
寺
を
見
学

し
た
。
京
都
で
は
４
人
か
ら

７
人
が
一
班
と
な
り
、
生
徒

が
決
め
た
プ
ラ
ン
を
旅
程
に

組
み
込
み
、
班
ご
と
に
自
分

た
ち
の
決
め
た
手
作
り
の

「
京
都
散
策
の
旅
」
と
い
う

愛
着
が
、
楽
し
み
を
倍
増
さ

せ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
周
到
な
準
備
に
よ
り
世
界

に
一
つ
だ
け
の
修
学
旅
行
と

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ど
の

プ
ラ
ン
に
参
加
す
る
か
を
決

め
る
際
に
人
数
制
限
に
合
わ

せ
て
グ
ル
ー
プ
間
で
調
整
し

あ
う
姿
が
あ
り
、
「
生
徒
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

伸
長
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
」
と
伊
藤
教
諭
は
評
価
す

る
。

　
一
方
、
交
通
機

関
に
生
活
様
式
や

言
葉
の
違
い
、
そ

し
て
交
通
機
関
へ

の
不
慣
れ
か
ら
迷

子
に
な
っ
た
生
徒

が
見
ら
れ
た
が
、

「
他
と
は
違
う
」

「
自
分
た
ち
だ

け
」
の
修
学
旅
行

に
よ
り
、
「
参
加

意
識
」
と
そ
れ
に

伴
う
「
成
長
と
達

成
感
」
を
得
た
と

い
う
成
果
に
よ
り
、
修
学
旅

行
の
目
的
の
一
つ
が
達
成
さ

れ
た
。

　
次
年
度
以
降
も
関
西
地
方

に
行
く
予
定
だ
。
旅
行
会
社

や
各
方
面
か
ら
プ
ラ
ン
作
り

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
の
心
に
残

る
修
学
旅
行
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

　
１
日
目
は
、
早
朝
に
天
童

駅
前
に
集
合
、
新
幹
線
で
東

京
駅
を
経
由
し
宮
島
口
駅
に

夕
方
着
。
宮
島
口
よ
り
船
で

宮
島
桟
橋
を
遊
覧
し
宮
島
の

旅
館
に
宿
泊
。

　
２
日
目
は
、
早
朝
に
厳
島

神
社
拝
観
。
広
島
平
和
公
園

（
碑
巡
り
・
平
和
祈
念
資
料

館
・
講
話
）
。
広
島
駅
か
ら

新
幹
線
で
新
神
戸
駅
着
、
神

戸
市
内
を
班
別
に
観
光
や
見

学
、
尼
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
に

宿
泊
。

　
３
日
目
は
、
貸
し
切
り
バ

ス
で
奈
良
に
移
動
。
薬
師
寺

（
講
話
）
、
斑
鳩
の
里
・
法

隆
寺
を
見
学
。
奈
良
公
園
の

東
大
寺
を
散
策
、
貸
し
切
り

バ
ス
で
京
都
へ
移
動
、
旅
館

に
宿
泊
。

　
４
日
目
は
、
予
め
提
出
し

た
フ
リ
ー
体
験
プ
ラ
ン
に
沿

っ
て
、
終
日
班
別
に
京
都
市

内
を
散
策
。
京
都
の
旅
館
に

宿
泊
。

　
５
日
目
は
、
朝
、
旅
館
を

出
発
し
東
寺
を
見
学
。
京
都

駅
か
ら
新
幹
線
を
乗
り
継
ぎ

天
童
駅
着
。

伊
江
島
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
み
せ
る
生
徒
た
ち

工藤優樹研究主任

http://www.toei-eigamura.com/
http://www.naganoken-gakushuryoko.net/

